
　　日に日に秋の深まりを感じるこの頃ですね。ストーブやこたつの準備も必要になる季節となりました。今年は、様々

　なところで行われる、収穫祭やイベントも感染対策を行いながら開催されているようです。いつものようにはいかなく

　ても、やはり、季節を感じながら楽しみたいですね。読書の秋、芸術の秋、運動の秋、そして、食欲の秋、皆さんは、

　どの秋を楽しむのでしょうか。子ども達には、お友達との遊びの秋を子育て支援センターで楽しませてあげませんか。　

　ぜひ、遊びにいらしてください。お待ちしています。　

《１１月の行事とおしらせ》

月 火 水 木 金 土

2 3 4 5 6 7

文化の日 ぴよぴよ

閉所 保健相談員相談日

9 10 11 12 13 14

永岡サークル 幼稚園・保育園 午前 離乳食教室 とことこ

「ながままサークル」 　　認定こども園 チューリップひろば

　　　　入園説明会 午後

チューリップひろば

16 17 18 19 20 21

三ケ尻サークル ぴょんぴょん

「こっこクラブ」

23 24 25 26 27 28

勤労感謝の日 午前

閉所 チューリップひろば

午後

チューリップひろば

30

　<１１月の主な行事>　（１０時３０分頃～１１時３０分頃まで）

☆１１月　６日（金）　　ぴよぴよ（主に０歳児対象）

　　　 　　　　　　　　　　保健指導員相談日

☆１１月１０日（火）　　幼稚園・保育園入園申し込み説明会

☆１１月１３日（金）　　とことこ（主に１歳児対象）

☆１１月２０日（金）　　ぴょんぴょん（主に２・３歳児対象）
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金ケ崎町子育て支援センターちびっこひろば

ちびっこひろばだより11月号

☆ ６日（金）のあそびの広場「ぴよぴよ」は、ベビーマッサージを行います。大きめのバスタオルをご持参く

ださい。参加を希望する方は、前日までに子育て支援センターまで、お電話ください。

参加のお申し込みは、

子育て支援センターま

で、お電話ください。

幼稚園、保育園、

認定こども園の

入所について、

金ケ崎町教育委

員会の方が説明

してくれます。

どなたでも参加

できますので、

お気軽にお越し

ください。

１１時からです。

チューリップ広場開催日となります。

対象のお友達以外の利用はできません。

チューリップ広場開

催日となります。対

象のお友達以外の利

用はできません。

金ケ崎町子育て支援センターの利用について

・マスクの着用をお願いします。

・来所時の健康確認、検温をお願いします。

・お弁当の持ち込みは、お休みとなっています。

ご協力をお願いします。



 

.

1歳半を過ぎると歩行が安定し、走ることができるようになり、両足飛びや段差からの飛び降りなどにも挑戦しようとする

ようになります。「まてまて～」の追いかけっこや手を貸してあげて、ちょっとした段差での上り下りなど、子どものやって

みたいを上手に受け止めてあげましょう。

☆ 安全が第1です。
車が通るなど危険な場所では、「絶対に手

をつながなければだめ」ということを知ら

せましょう。「今日は、いいけど・・・」

とその都度対応が違うと、子どもを混乱さ

せてしまいます。ダメなときはどういう時

なのか、しっかり教えましょう。

1歳３か月～２歳未満ころのポイント（運動）

月齢や年齢別のかかわりのポイントをご紹介します。

歩行が安定してきます。起伏のある道や階段などいろいろな場所を歩いたり、よじ登ったり、

はったりと全身を使って動くことで、運動機能の発達を促していきましょう。

四つばいの動きを多く取り入れたあそびを促しましょう。
歩き始めると、あまりハイハイをしなくなってしまいますが、四つばいは全身の機能発達においてとて

も大切な運動といわれているので、意図的に行えるようにしたいものです。「ハイハイ」の運動が、楽

しくできるように工夫しましょう。

「歩きたい」欲求を満たしてあげましょう。
自分で歩けるようになると、手をつないだり、ベビーカーに乗ったりすることを嫌がるようになりま

す。1人で思う存分歩き回れるスペース、時間を作って、子どもの歩きたい欲求を満たしてあげま

しょう。

階段で

階段は、ハイハイで上がり、下りるときは

後ろ向きの四つばいで行いましょう。

階段を登れるようになると、何度も登りたがったり、目を離したすきに登っていたりすることもあり

ます。登ることはできても、上手に下りられないことが多くあります。危険がないように、目を離さ

ないように見守りましょう。

砂やまやどろんこあそび、起伏があったり、不安定なところで足腰

をたくさん動かすあそびもおすすめです。

Pointo

しゃがんだ姿勢でのあそびができるようになります。

参考文献 子どもの発達と保育の本（発行所 学研みらい）


